
JMRAインターネット調査品質委員会 主催

生成AI活用・情報交流会（第4回）

※記録のため、録画をさせていただきます。ご了承の上、ご参加ください。
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この画像は生成AIで作成しました。

生成AI活用・情報交流会 スポンサー



生成AI活用・情報交流会開催の趣旨

2023年度のJMRAインターネット調査品質委員会の中で、

生成AI（主にChatGPT）の活用検証を実施

現場で役立つ知識、使い方ノウハウ、プロンプトの書き方など

業界内でオープンに共有し合うことで、

日々の業務に活かせるようにする

業界の発展のために
委員会の中で閉じず、もっと多くの人と共有し合いたい

気軽に、積極的に、情報交換しましょう！

https://www.jmra-net.or.jp/activities/event/2024/20240627r.html



Let’s talk revolution!

By Qualtrics
Tomo Murakami / Hiroaki Uchigoshi / Yuichi Nakajima



シドニー、上海、東京、シンガポールで約15年間にわたり

リサーチ業に従事し、グローバルからローカルの幅広い顧
客の調査案件を担当。

調査におけるプロジェクトマネジメントのみならず、顧客
ニーズに合わせてテクノロジーを活用しプロジェクトを推
進。調査設計からデータ分析、データ可視化、実査管理、
パネル構築・管理まで全ての調査工程において深い理解と
経験を持つリサーチのエキスパート。

２０２２年７月にクアルトリクスにに入社し、リサーチ部
門を立ち上げる。現在、日本のお客様のリサーチプラット
フォーム導入支援をおこなっている。

講演者略歴

リサーチ・シニア・コンサルタント

村上知優
Tomo Murakami

Webテクノロジー企業や外資系スタートアップ企業を中心

とした数々の新規企業及びサービスの立ち上げを成功に導
く。

クアルトリクス入社前は、デジタル広告・マーケティング
テクノロジーベンダーで、B2CおよびB2Bビジネス企業のデ

ジタルマーケティング戦略の提案、導入、運用支援を行う
。

２０１８年４月にクアルトリクス日本の初の技術系メンバ
ーとして参加後、シニア・テクニカル・コンサルタントと
してエクスペリエンスマネジメントプログラムの導入支援
をおこなう。

AIエバンジェリスト

中嶋祐一
Yuichi Nakajima

専門商社における国際事業開発、外資系リサーチ・コンサ
ルティング企業におけるセールス、プロジェクトマネジメ
ント、営業部門長など、国内外でリサーチのサービス及び
ユーザー側の両方の経験を持つ。

２０２３年８月にクアルトリクスジャパンのリサーチソリ
ューション営業部門の立ち上げとして参画、現在日本オフ
ィスにおける唯一のリサーチ営業として、さまざまな業界
のクライアント・パートナー様を支援。

リサーチソリューションセールス

打越裕晃
Hiroaki Uchigoshi



$500M

780億円

グローバルでAI技術のXMへの取り組み開発費の投

資（〜2027年までの投資金額）

$100M

156億円

日本市場に向けたAI技術のXMへ





Introducing 
Qualtrics AI 
features

定性データ解析のスピードを上げるAI

データ回収の品質を上げるAI

データ分析をスピードを上げるAI



会社概要

買収

20142016

創業
パートナー
プログラム

開始(QPN)

2015 2018 20212002 2010 2012 2014 20192013 2017

による買収

2020

アカデミック コーポレート エンタープライズ グローバルへの拡張

1,000+
導入実績

外部機関より
最初の投資を
うける

APJ HQ 
(アジア)
拠点開設

1,000+
従業員数

XMプラットフォ
ーム

リリース

iQシリーズ
リリース

日本事業開始
東京オフィス開設

9,000+
導入実績

RESEARCH COREにて
アカデミック市場を

リード
EMEA HQ 

(欧州)
拠点開設

XM研究所開設

2,000+
従業員数

国内ユーザ会
第1回目開催

35+カ国
グローバル

営業拠点

12,000+
導入実績

フォーチュン
500社の90%
が採用

3,000+
従業員数

Nasdaq 市場

上場 “XM” IPO

5,000+
従業員数

国内80名突破

13,500+
導入実績

250+(国内)

2022

XMディスカ
バーリリース

東京オフィス移転
従業員数

国内100名突破

国内
データセンター

開設

16,750+
導入実績

300+(国内)

X4 SLC
10K+参加

米Silver Lake社に
よる買収
株式非上場化へ

日本初
X4 開催

750+参加

20,000+
導入実績

400+(国内)

2023

XMos2
リリース発表

米国本社：Qualtrics LLC
所在地：米国ユタ州プロボ市
創業者・会長: Ryan Smith
CEO   ：Zig Serafin
設立年：2002年
社員数：5,000名＋

日本法人：クアルトリクス合同会社
所在地: 東京都千代田区丸の内 1丁目5-1

新丸の内ビルディング 37F
代表 ：熊代悟
設立年：2018年（米Qualtrics社100％子会社）

社員数：120名+

事業内容：4つの（顧客・従業員・製品・ブランド）重要なエクスペリエンスのためのクラウ
ドプラットフォーム（エクスペリエンスマネジメント）の提供

創業者・会長
Ryan Smith

CEO
Zig Serafin

日本法人代表
熊代悟
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導入実績
業界業種問わず、様々な企業様にご活用いただいております

導入企業

20,000+

Net Renewal Rate

124%

Fortune 100 利用割合(米
国売上上位100)

91社

契約更新率

95%
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120社を超えるテクノロジーパートナーを含む、350社以上のパートナー企業様がいらっしゃいます

Qualtricsはグローバルで強力なパートナーエコシステムを構築しています

8



ビジネスの成功を収めるためには、顧客により良いサービスを提供することが不可欠です。

そのためには、まずデータの収集から始める必要があります。

しかし、データ自体の価値よりも、そこから得られる洞察の方が重要です。

さらに、その洞察から生み出される成果こそが、最も価値があるのです。

つまり、データは重要ですが、洞察がさらに重要で、最終的な成果が最重要なのです。

それでは、どこから取り組めばよいのでしょうか?

強力なツールを活用することが鍵となります。

Qualtrics AIのような優れたAIツールを利用していますね。

そしてそれにより、今まで考えられなかったようなことを成し遂げられるはずです。

管理のためのAI体験



顧客、見込み客、従業員とのあらゆる接点を、綿密に調整されたシステムで管理することで、

受け身な対応から主体的な対応へと転換し、些細なやりとりも見逃すことなく、実践的な洞察を引き出すことができます。

センチメント

感情

努力

意図

NPS/CSAT/
スコアリング

許容範囲

依頼されたフィードバ
ック

依頼されていないフィ
ードバック

非構造化データ

業務システムデータ

行動データ

調査およびパネル

XMベンチマーク

数百万の比較メ
トリックを提供

すべての対話を記
憶する顧客プロフ
ァイルのメモリバ

ンク

会話分析

根本原因の分析

予測要因

統計モデリング

経験相関

ジャーニーマップと
分析

すべてのインタ
ラクションを収

集、分析、理解
する

ロケーションアシスト

マネージャ・アシスト

インサイトの概要

AIアシスタント

リアルタイム・エージ
ェント・アシスト

ワークフローと
トリガー

傾聴する
あらゆる場所からデータを収集

行動する
自動化と専用アプリを活用

理解する
意味付け、学習、分析、関連付け

リアルタイムの

自動化されたワ
ークフローでル
ープを閉じる

カスタマージャーニーを一貫したシステムでつなぐ



Qualtrics
AI DEMO

定性データ解析のスピードを上げるAI

データ回収の品質を上げるAI

データ分析をスピードを上げるAI



MicrosoftやSalesforceのAIを使用し

ている場合、Qualtrics AIは必要で

すか?

01

Qualtrics AIは、顧客、従業員、見込み客に焦点を当てて設計されており、

補完的なAIやテクノロジスタックと連携するように設計されています。

Qualtrics AIと他社との比較

AIは万能ではありません。スーパーチ

ャージャーです。Microsoft AIは従業員

の生産性向上に役立ちます。

Salesforceはrevopsの効率を向上させます

。彼らはXMを行いません。

顧客、見込み客、従業員を深く理解し、

より良いサービスを提供するための意思

決定を行うには、Qualtrics AIが必要です

。

AIをDIYする場合、なぜQualtrics 

AIが必要なのでしょうか?

02

Qualtrics AIは、社内のAIの取り組みを強

化します。当社のXM AIをお客様のCoE

に統合することで、XMにチューニング

されたモデル、ローコードワークフロー

の自動化、XIDプロファイル、業界横断

的なベンチマーク、エンタープライズデ

ータの保護が得られます。

さらに重要なのは、目的特化された利用

体験によって、部門全体でAIの洞察を明

らかにし、社内の多くの人々の日常業務

でAIが役立つようにすることです。

Qualtrics AIは他のXMプロバイダー

と比較してどうですか?

03

Qualtricsは、いくつかの側面でXMカテゴ

リのAIをリードしています。次のもの

があります。

+ 最も広く、最も深い

AIロードマップ

+ EX、CX、および戦略的研究の完全なカ

バレッジ

+ 顧客との実稼働コード

+ 作業に使用する最も包括的なデータ

+ パートナーの最も広範なエコシステム

+ 最高のML Opsによって強化された最高

のAIプラットフォーム

Qualtricsの顧客です。

新しいスイートは必要ですか?

04

XMはVoC/VoEの調査ソリューションとし

て始まりました。カテゴリをオムニチャ

ネルデータアナリティクスに拡大したと

き、顧客の理解を深め、リアルタイムの

アクションを可能にするステップ関数の

変更でした。

AIは次のステップの機能であり、顧客と

の人間的なつながりを10倍に拡大し、組

織全体で行われる総合的なアクションを

解き放ちます。新しいスイートは、

Qualtrics AIの力を活用して競合他社に先

んじるように特別に設計されています。

取り残されないようにしてください。



何か月もかかっていた
作業を数分に短縮

質の高い顧客インサイトの生成

DISH Networkでは、ビデオフィードバックを使用して、詳細で定性的なイ

ンサイトを大規模に取得していますが、これまでは、顧客のビデオを分

析して傾向やアクションの領域を明らかにするのに数週間かかっていま

した。さらに、これらのインサイトを組織全体に配布して意味のあるア

クションを実行することは非常に困難でした。

Qualtrics AIを使用すると、DISHは顧客のビデオからのインサイトを自動的に

要約できます。以前は数週間かかっていた作業が、今では数分で完了しま

す。多数ある動画データから、重要なテーマや引用を抜き出して整理した

ものを閲覧できるようになったので、DISHが顧客の体験を素早く彼ら自身

の言葉で理解できるようにしています。

課題

ソリューション

DISHはAIを活用した顧客のビデオフィードバッ
ク分析により、数ヶ月かかる作業を数分で達
成しました

CHRISTINA SANSONE_
CXトランスフォーメーション担当VP 

Dish Network

「DISH Networkは一度に150本の動画を処

理します。分析してハイライト映像を

まとめるためには1か月かかります。

しかし、Qualtrics AIを使えば、DISHは

それを数分で行うことができます。顧

客の声を組織全体に伝え、これまでに

なく迅速にフィードバックに対応でき

る能力は、大きな違いを生み出してい

ます。」。



202503 追加資料



+ 顧客の入力に動的に適応するインテリジェントなフォローア
ップ質問により、重要なコンテキストの階層を明らかにし、
重要なものを見逃さないようにします。

+ 顧客の経験と懸念を明確にするターゲットを絞ったフォロー
アップ質問により、ネガティブなフィードバックを実行可能
な回復戦略に変換します。

+ 自然で気配りが感じられるAI主導のアプローチを採用し、
顧客との良好な関係を促進することで、解決率と顧客満足度
を向上させます。

お客様の価値:

+ 顧客と従業員のセンチメントデータの品質と実用性を向上させ、
解決率を向上させる

+ 解決率を向上させると、満足度が向上し、解約と自発的離職が減少する

AI会話型フィードバック

This survey utilizes AI to craft personalized follow-up questions tailored to each respondent's 
answer, ensuring relevance to the initial question. Observe how the AI responds to two varied 
answers to the same question with a targeted subsequent question that hones in on the 
participant's specific response.

POWERED BY





+ 自然言語クエリを使用してデータを操作し、人間の専門
家と同じように質問したり、事前に入力されたプロンプ
トを使用したりして、より深い洞察を簡単に明らかにす
る

+ すべてのユーザーがデータ分析にアクセスできるように
し、データの専門家だけでなく、すべてのチームメンバ
ーが洞察を引き出すことができるようにする

お客様の価値:

+ 費やす時間を短縮して、運用効率を向上させる
ダッシュボードを分析して、データをより深く明確に理解する

+ 重要なビジネス上の質問にリアルタイムで回答し、ロイヤルティ、
エンゲージメントを向上させ、離職率を低下させることで、収益への影響を促進

現場のマネージャが自信を持ってアクション
をとることができるように必要な洞察をAIが提供



+ Rawデータをテーマのスナップショット、ヘッドライン、または包括
的な要約に変換し、ニュアンスに富んだ顧客テーマを明らかにしま
す。

+ クアルトリクスのAIテクノロジーが力仕事を行うため、負担のかか

るセットアップを行うことなく、最もインパクトのあるインサイト
を迅速に特定し、アクションに移すことができます。

+ AIが生成する簡潔な要約と見出しで、エクスペリエンスギャップを
明らかにします。

+ 迅速に重要な課題に対処することで、顧客や従業員の救済率や満足
度を向上させ、解約率を低下させ、収益成長を促進します。

+ 重要なテーマを明らかにし、共感を高めるための具体例を提示し、
仮説を早期に検証することで、インサイトまでの時間を短縮します
。

POWERED BY

Public Prev iew
Active

EA 
Closed

Self
Serve

ベネフィット

日本語利用は現時点で2025中旬頃ローンチ
（現時点で日本語でのインプットは可能。アウトプットは英語）
*開発スケジュールにより前後する可能性がございます

Insights Explorer
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EDGE Audiences



EDGEオーディエンスは、高度なAIを使用して消費者の行動、嗜

好、意思決定をシミュレートします。一般に公開されているデ

ータ、当社独自の過去データ、予測分析を組み合わせることで

、特定のデモグラフィックや顧客プロファイルに合わせたイン

サイトを予測し、生成します。

EDGE オーディエンスとは？



リサーチャーは、コストの上昇、データの質の担保、
インサイトまでのスピードの遅さといった課題に直面していま
す。

コスト 品質 スピード

リサーチャーは、パネルリクル

ートコストの上昇や労働集約的

なプロセスによって、ますます

制約の厳しくなる予算に頭を悩

ませている。

信頼できる正確で多様なデータ
へのアクセスはますます困難に
なっている。信頼できるデータ
ソースを見つけることが難しく
なり、情報に基づいた意思決定
を複雑にしている。

ビジネスリーダーにとって敏捷

性とスピードが不可欠な世界で

は、調査のサイクルタイムが長

すぎて意思決定が遅くなってい

る。
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合成市場調査は、AIと機械学習を活用して、消費者の行動、嗜好、
意思決定プロセスのシミュレーションを作成する。

スピード＆効率性 スケーラブル コストの軽減 正確で予測可能
パーソナライズと
セグメント化

従来の方法では数週間を

要するが、シミュレーテ

ッド・オーディエンスは

AIを使ってほぼ瞬時にイ

ンサイトを提供し、企業

がトレンドを先取りでき

るよう支援する。

複数のセグメントや地域

を同時にシミュレートし

、テストが可能。

既存のデータを活用し

てインサイトを生み出

し、コストのかかる継

続的な調査の必要性を

減らす。

AIは過去の行動から学習

して結果を予測するため

、従来の手法に見られる

バイアスを最小限に抑え

る。

消費者セグメントに合わ

せたインサイトは、より

良い顧客体験を提供する

。
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Synthetic is here! 
世界のリサーチャーの65％が合成サンプリングを知ってお
り、62％が過去6ヶ月以内に試したことがある。

今後1年間に合成サンプルの使用を
検討しているリサーチャー

のリサーチャーが、人間の回答の完全な代替
として合成サンプリングを活用した経験があ
る

のリサーチャーが合成サンプルの使用に
非常に満足している。

人間による回答の
完全代替を検討

88%

42%

75%

活用テスト後
満足したリサーチャー

活用にオープンな
リサーチャー

Source: 2025 MR Trends study, fielded to 3190 market researchers across 15 countries.



EDGE オーディエンス 主な活用方法

1

完全代替

2

ブレンド

3

ブースター

例：5,000人のユニークなプロフ

ィールを持つ合成バスケットボ
ールのファンが、調査に答える
準備ができている。

例：18～24歳の人間男性400人と
、18～24歳の合成男性400人を並
行して集める。

例：400の一般生活者からの回答
に400のAIが生成したブースター
で補完する。

AIを活用し、人間からの回答を収集す

ることなく、完全にシミュレートされ

たデータセットを生成します。ターゲ

ットオーディエンスに完全にカスタマ

イズされたコミュニティを構築し、調

査をすることができます。

どのような調査でも、人間による回答

と合成回答をブレンドして回収する、

データ収集へのハイブリッドなアプロ

ーチ。ターゲットオーディエンスの望

ましい仕様を選択し、調査を開始する

。

人間による回答から回収を開始し、ブ

ースターが必要な際に対象者数を増や

すことができます。特定のサブグルー

プまたは総サンプル母集団を増やすこ

とが可能になります。
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